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市第 122 号議案 

   横浜市一般職職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改 

正 

 横浜市一般職職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する

条例を次のように定める。 

   令和３年２月10日提出 

                 横浜市長 林   文 子 

横浜市条例（番号） 

横浜市一般職職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を 

改正する条例 

 横浜市一般職職員の特殊勤務手当に関する条例（平成22年３月横

浜市条例第10号）の一部を次のように改正する。 

 第２条中第８号を第９号とし、第２号から第７号までを１号ずつ

繰り下げ、第１号の次に次の１号を加える。 

 (2) 児童相談所児童福祉司等業務手当  

 第３条の次に次の１条を加える。 

（児童相談所児童福祉司等業務手当） 

第３条の２  児童相談所児童福祉司等業務手当は、児童相談所に勤

務する職員（規則で定める者に限る。）が児童の福祉に関する専

門的な知識及び技術を必要とする相談、調査、指導、児童の一時

保護等の業務に従事した場合に支給する。 

２ 前項の児童相談所児童福祉司等業務手当の額は、月額20,000円

とする。 

３ 地方公務員法（昭和25年法律第 261 号）第28条の５第１項に規

定する短時間勤務の職を占める職員の児童相談所児童福祉司等業
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務手当の額は、前項の規定にかかわらず、同項の規定による額に

、横浜市一般職職員の勤務時間に関する条例（昭和26年12月横浜

市条例第61号。以下「勤務時間条例」という。）第２条第３項の

規定により任命権者が定めるその者の勤務時間を、同条第１項の

規定により任命権者が定める同条第３項及び第４項に規定する職

員以外の職員の勤務時間で除して得た数を乗じて得た額とする。 

４ 地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第 110 号

）第10条第３項の規定により同条第１項に規定する育児短時間勤

務の承認を受けた職員（同法第17条の規定による短時間勤務をす

ることとなった職員を含む。以下「育児短時間勤務職員等」とい

う。）の児童相談所児童福祉司等業務手当の額は、第２項の規定

にかかわらず、同項の規定による額に、勤務時間条例第２条第４

項の規定により任命権者が定める当該育児短時間勤務職員等の１

週間当たりの勤務時間を、同条第１項の規定により任命権者が定

める同条第３項及び第４項に規定する職員以外の職員の勤務時間

で除して得た数を乗じて得た額とする。 

５ 第３項の規定は、地方公務員の育児休業等に関する法律第18条

第１項の規定により採用された地方公務員法第28条の５第１項に

規定する短時間勤務の職を占める職員の児童相談所児童福祉司等

業務手当の額について準用する。 

第８条第１項中「横浜市一般職職員の勤務時間に関する条例（昭

和26年12月横浜市条例第61号）」及び「同条例」を「勤務時間条例

」に改め、同項第１号及び第２号を次のように改める。 

(1) 部活動（正規の教育課程としてのクラブ活動に準ずる活動で

、学校の管理下において行われるものをいう。以下同じ。）の
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うち学校外で行われるもの又は規則で定める対外運動競技等に

おいて、幼児、児童又は生徒を引率して行う指導業務 

(2) 部活動又は学校行事として行われる規則で定める保健・安全

的行事における幼児、児童又は生徒に対する指導業務（部活動

のうち学校外で行われるものにおいて幼児、児童又は生徒を引

率して行う指導業務を除く。） 

第11条第２項及び第３項中「第４条」を「第３条の２」に改める

。 

 別表中 

「 

第１号及び第２号に掲  

げる業務  

当該業務に従事した時間が１日８時間以 

上であるとき。   

      円  

5,000  

当該業務に従事した時間が１日４時間以 

上８時間未満であるとき。 
2,500  

当該業務に従事した時間が１日２時間以 

上４時間未満であるとき。 
1,500  

当該業務に従事した時間が１日１時間以 

上２時間未満であるとき。 
1,000  

 

                             」 

を 

「 

第１号に掲げる業務 

当該業務に従事した時間が１日８時間以 

上であるとき。  

      円  

5,000  

当該業務に従事した時間が１日３時間以 

上８時間未満であるとき。     
2,100  

当該業務に従事した時間が１日２時間以 

上３時間未満であるとき。        
1,800  

当該業務に従事した時間が１日１時間以 

上２時間未満であるとき。     
1,300  
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第２号に掲げる業務 

当該業務に従事した時間が１日３時間以 

上であるとき。   
2,100  

当該業務に従事した時間が１日２時間以 

上３時間未満であるとき。 
1,800  

当該業務に従事した時間が１日１時間以 

上２時間未満であるとき。 
1,300  

 
                             」  

に改める。 

 附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の横浜市一般職職員の特殊勤務手当に関

する条例（以下「新条例」という。）第８条第１項第１号及び第

２号並びに別表の規定は、この条例の施行の日以後に新条例第８

条第１項第１号及び第２号に規定する業務に従事した場合に適用

し、同日前にこの条例による改正前の横浜市一般職職員の特殊勤

務手当に関する条例第８条第１項第１号及び第２号に規定する業

務に従事した場合については、なお従前の例による。 

 

   提 案 理 由 

 児童相談所児童福祉司等業務手当を新設するとともに、部活動等

における指導業務に従事した場合の教員特殊業務手当について額を

改定し、及び支給に係る時間の区分を変更するため、横浜市一般職

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正したいので提案する

。 
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参  考  

   横 浜 市 一 般 職 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案    
                    (下 段  現  行) 

 （ 特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 ） 

第 ２ 条  特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 は 、 次 の と お り と す る 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

 (2)  児 童 相 談 所 児 童 福 祉 司 等 業 務 手 当 
 

(3)  
  （ 本 文 省 略 ） 
(2)  

(4)  
（ 本 文 省 略 ） 

(3)  

(5)  
（ 本 文 省 略 ） 

(4)  

(6)  
（ 本 文 省 略 ） 

(5)  

(7)  
（ 本 文 省 略 ） 

(6)  

(8)  
（ 本 文 省 略 ） 

(7)  

(9)  
（ 本 文 省 略 ） 

(8)  

 （ 児 童 相 談 所 児 童 福 祉 司 等 業 務 手 当 ） 
 

第 ３ 条 の ２  児 童 相 談 所 児 童 福 祉 司 等 業 務 手 当 は 、 児 童 相 談 所 に 勤 
 

務 す る 職 員 （ 規 則 で 定 め る も の に 限 る 。） が 児 童 の 福 祉 に 関 す る 
 

専 門 的 な 知 識 及 び 技 術 を 必 要 と す る 相 談 、 調 査 、 指 導 、 児 童 の 一 
 

時 保 護 等 の 業 務 に 従 事 し た 場 合 に 支 給 す る 。 
 

２  前 項 の 児 童 相 談 所 児 童 福 祉 司 等 業 務 手 当 の 額 は 、 月 額 20,000 円 
 

と す る 。 
 

３  地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第 261 号 ） 第 28 条 の ５ 第 １ 項 に 規 
 

定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 の 児 童 相 談 所 児 童 福 祉 司 等 業 
 

務 手 当 の 額 は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 規 定 に よ る 額 に 
 

、 横 浜 市 一 般 職 職 員 の 勤 務 時 間 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 26 年 12 月 横 浜 
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市 条 例 第 61 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 条 例 」 と い う 。） 第 ２ 条 第 ３ 項 の 
 

規 定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る そ の 者 の 勤 務 時 間 を 、 同 条 第 １ 項 の 
 

規 定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 同 条 第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 に 規 定 す る 職 
 

員 以 外 の 職 員 の 勤 務 時 間 で 除 し て 得 た 数 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 
 

４  地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 110 号 
 

） 第 10 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 同 条 第 １ 項 に 規 定 す る 育 児 短 時 間 勤 
 

務 の 承 認 を 受 け た 職 員 （ 同 法 第 17 条 の 規 定 に よ る 短 時 間 勤 務 を す 
 

る こ と と な っ た 職 員 を 含 む 。 以 下 「 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 」 と い 
 

う 。） の 児 童 相 談 所 児 童 福 祉 司 等 業 務 手 当 の 額 は 、 第 ２ 項 の 規 定 
 

に か か わ ら ず 、 同 項 の 規 定 に よ る 額 に 、 勤 務 時 間 条 例 第 ２ 条 第 ４ 
 

項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 当 該 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 の １ 
 

週 間 当 た り の 勤 務 時 間 を 、 同 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 定 
 

め る 同 条 第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 に 規 定 す る 職 員 以 外 の 職 員 の 勤 務 時 間 
 

で 除 し て 得 た 数 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 
 

５  第 ３ 項 の 規 定 は 、 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 第 18 条 
 

第 １ 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 地 方 公 務 員 法 第 28 条 の ５ 第 １ 項 に 
 

規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 の 児 童 相 談 所 児 童 福 祉 司 等 
 

業 務 手 当 の 額 に つ い て 準 用 す る 。 
 

（ 教 員 特 殊 業 務 手 当 ） 

第 ８ 条  教 員 特 殊 業 務 手 当 は 、 給 与 条 例 別 表 第 ４ 教 育 職 員 給 料 表 の

適 用 を 受 け る 職 員 （ そ の 職 務 の 級 が ４ 級 以 上 で あ る 職 員 を 除 く 。 

           勤 務 時 間 条 例              
） が 次 に 掲 げ る 業 務 に 

横 浜 市 一 般 職 職 員 の 勤 務 時 間 に 関 す る 条 例 

                 
第 ２ 条 に 規 定 す る 勤 務 時 間 の 

（ 昭 和 26 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 61 号 ） 

     勤 務 時 間 条 例 
時 間 外 又 は       第 ３ 条 第 １ 項 及 び 第 ４ 項 に 規 定 す る 勤 務 
     同 条 例 

          勤 務 時 間 条 例 
を 要 し な い 日 若 し く は       第 ５ 条 に 規 定 す る 休 日 に お い 
          同 条 例 
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て 従 事 し た 場 合 に 支 給 す る 。 た だ し 、 第 ４ 号 に 掲 げ る 業 務 に 従 事 

       勤 務 時 間 条 例 
す る 場 合 に は 、       第 ２ 条 に 規 定 す る 勤 務 時 間 の 時 間 内 
       同 条 例 

を 含 む 。 

  部 活 動 （ 正 規 の 教 育 課 程 と し て の ク ラ ブ 活 動 に 準 ず る 活 動 で 
(1)  
  対 外 運 動 競 技 等 （ 規 則 で 定 め る も の に 限 る 。） に お い て 幼 児 

 、 学 校 の 管 理 下 に お い て 行 わ れ る も の を い う 。 以 下 同 じ 。） の 
 、 児 童 又 は 生 徒 を 引 率 し て 行 う 指 導 業 務 

う ち 学 校 外 で 行 わ れ る も の 又 は 規 則 で 定 め る 対 外 運 動 競 技 等 に 
 

お い て 、 幼 児 、 児 童 又 は 生 徒 を 引 率 し て 行 う 指 導 業 務 
 

   部 活 動 又 は 学 校 行 事 と し て 行 わ れ る 規 則 で 定 め る 保 健 ・ 安 全 
(2)  

 学 校 の 管 理 下 に お い て 行 わ れ る 部 活 動 （ 正 規 の 教 育 課 程 と し 

  的 行 事 に お け る 幼 児 、 児 童 又 は 生 徒 に 対 す る 指 導 業 務 （ 部 活 動 
て の ク ラ ブ 活 動 に 準 ず る 活 動 を い う 。） 又 は 学 校 行 事 と し て 行 

  の う ち 学 校 外 で 行 わ れ る も の に お い て 幼 児 、 児 童 又 は 生 徒 を 引 
わ れ る 保 健 ・ 安 全 的 行 事 （ 規 則 で 定 め る も の に 限 る 。） に お け 

  率 し て 行 う 指 導 業 務 を 除 く 。）      
  る 幼 児 、 児 童 又 は 生 徒 に 対 す る 指 導 業 務 

 （ 第 ３ 号 か ら 第 ５ 号 ま で 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

（ 支 給 方 法 ） 

第 11 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

  第 ３ 条 の ２ 
２       か ら 第 ９ 条 ま で に 規 定 す る 特 殊 勤 務 手 当 の 額 は 、 勤 
  第 ４ 条 

務 の 状 況 に よ り 、 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 と 認 め ら れ る 範 囲 内 に 

お い て 、 こ れ を 減 額 し て 支 給 し 、 又 は 支 給 し な い こ と が で き る 。 

       第 ３ 条 の ２ 
３  市 長 は 、 職 員 が      か ら 第 ９ 条 ま で に 規 定 す る ２ 以 上 の 
         第 ４ 条 

                 第 ３ 条 の ２ 
業 務 に 従 事 し た 場 合 は 、 当 該 業 務 に 係 る      か ら 第 ９ 条 ま 
                  第 ４ 条 

で に 規 定 す る 特 殊 勤 務 手 当 の 額 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 、 そ れ

ぞ れ の 当 該 特 殊 勤 務 手 当 の 額 を 調 整 し て 支 給 す る こ と が で き る 。 

   （ 第 ４ 項 省 略 ） 

別 表 （ 第 ８ 条 第 ２ 項 ） 

第８条第１項の業務の  

種類         
     区        分  

教員特殊業務手当  

の額（日額）   
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第１号及び第２号に掲  

      

げる業務  

                  

当該業務に従事した時間が１日８時間以 

         

上であるとき。   

          

       円 
                

05,000 

                  

当該業務に従事した時間が１日４時間以 

             

上８時間未満であるとき。 

 

       

02,500 

 

                  

当該業務に従事した時間が１日２時間以 

            

上４時間未満であるとき。 

 

       

01,500 

 

                  

当該業務に従事した時間が１日１時間以 

            

上２時間未満であるとき。 

 

       

01,000 

 

 

第１号に掲げる業務 

 

 

当該業務に従事した時間が１日８時間以 

 

上であるとき。  

 

   円  

05,000 

 

当該業務に従事した時間が１日３時間以 

 

上８時間未満であるとき。     

 

 

02,100 

 

 

当該業務に従事した時間が１日２時間以 

 

上３時間未満であるとき。        

 

 

01,800 

 

 

当該業務に従事した時間が１日１時間以 

 

上２時間未満であるとき。     

 

 

01,300 

 

 

 

 

 

 

当該業務に従事した時間が１日３時間以 

 

上であるとき。   

 

 

02,100 

 

 

  

第２号に掲げる業務 

 

当該業務に従事した時間が１日２時間以 

 

上３時間未満であるとき。 

 

 

01,800 

 

 

14



市第 122 号 

 

 

 

当該業務に従事した時間が１日１時間以 

 

上２時間未満であるとき。 

 

 

01,300 

 

 

（省       略）         
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